
5月の連休明けから、メダカの成長についての学習が始まりました。理

科室に設けられたメダカコーナーで登校後に、メダカのたまごの成長を観
察しましたね。テレビとけんび鏡をつなげ、心ぞうが動く様子や血が流れ

る様子を見た時は驚きましたね。かなさんは、「ときどき動いてすごくドキ
ドキした」、みれあさんは「タマゴのなかで心ぞうや血液があった。血液
が早く流れていた」、りくさんは「まわりに毛がついていることにびっくりし
た」、じゅりさんは「目や心ぞうが見えてきて、そこからどうなるのか、わく
わくして、心に残っている」とふり返りました。なごみさんは「何日かたっ
て、やっと血管や心ぞうが見えてきたことが心に残りました」、るなさんは、
心ぞうや目が出てきたところが印象強かった」と、毎日成長する様子に関
心をもったようです。

•卵が途中で白くなってしまい、無精卵（受精しな

かった卵）だと分かったり、生まれるしゅん間のしょ

うげきにたえられず生まれてこれなかったり、メダカ

が生まれるまでには乗りこえなければならない

ハードルがたくさんありましたね。だからこそ、あま

ねさんは「明日は、あさっては生まれるかと、きた

いした」、りのさんは「あとちょっとで生まれる。い

つ生まれる？」、半田はるかさんは「卵が生まれ

るしゅんかんをみてみたいな」、めぐるさんは「も

う少しで生まれそうで、『がんばれ』という気持ち」に

なったと、たんじょうを心待ちにしていました。

•かんさつから10日たっても卵はかえりませんでした。

もしかしたらこのままメダカのたんじょうは見ること

ができないのかと心配しましたが・・・ 1
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•ある朝、黒板にうれしいお知らせが書かれていました。

さっそく話を聞いてみるとあやねさんとあおいさんが

卵からメダカがとび出るしゅんかんを見たとのことでした。

毎朝熱心に観察していたことに加え、タイミングが重な

りましたね。りょうがさんが「卵から出るしゅん間を見

てみたい」と書いていましたが、同じような思いをもって

いたお友だちは他にもたくさんいました。これからも理

科室前にメダカの卵と稚魚（ちぎょ）を置きますので観察

してくださいね。

•生まれたてのメダカの子どもはあまり動かなかったので、

けんび鏡を接続したテレビでじっくり観察することができ

ましたね。ななみさんは「朝登校をして、理科室にメダ

カの子どもがたくさんいてよく観察した」とふり返りました。

•授業でのたまごの観察の様子です。実際に

けんび鏡を使ってみて、かいんさんは「メダ

カ以上にけんび鏡にも興味をもった」と言うほ

どでした。八巻ゆづきさんは「けんび鏡の

前に立たない」ことに気を付け、きらさんは

「ほかに観察する人のことも考えて」観察しま

した。こうへいさんは「メダカを皿ごと落とさ

ないこと」を、厚芝はるかさんは「メダカが

入った容器が動いてしまうから、ピントを合わ

せるとき、しんちょうにあわせる」ことに注意し

ました。
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ありすさん

つむぐさん

貝畑めいさん

はるさん

だいきさん

ひなのさん

•以下はテスト後のふり返りプリントです。

• 貝畑めいさんとひなのさんは1ミリの小さな卵の中で成長していく様子におどろきました。

• はるさんとつむぐさん、ありすさん、だいきさんは今回の学習を通してメダカに興味をもち、身近

に感じたり、もっと知りたい、詳しく調べたいと考えるようになりました。

お



4

ひかりさん たいきさん

ののあさん

とぐりまゆさん

あやねさん

• 戸栗まゆさんとひかりさん、たいきさん、あやねさんは、学習後にもっと知りたいこと、調べたい

ことを書きました。初めて知ったことや当たり前に思っていたことの中に「なぜ」を見つけられることはとて

も大切なことですので、これからもその姿勢をもち続けてほしいと思います。

• ののあさんは「メダカはこれからどうなるのか？」と疑問を書きましたが、するどい視点だと思います。

昔は歌で「めだかの学校は川の中」と歌われるくらい、メダカは身近な存在でした。しかし現在、メダカの

生活できる場所はどんどん減ってきていて、メダカは絶滅危惧種（ぜつめつきぐしゅ）に指定されていま

す。原因は何かな？ぜひ調べてみてください。メダカが身近な場所に見られることは、実はきちょうなこと

なのかもしれません。メダカはこれからどうなるのか。無関心でいられても、無関係ではいられない問題

ですね。

が


